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者
解
説

吉
良
貴
之

　

本
書
はCass R. Sunstein &

 A
drian V

erm
eule, Law

 and Leviathan: R
edeem

ing the A
dm

inistrative 
State, H

arvard U
niversity Press, 2020

の
全
訳
で
あ
る
。
本
書
は
一
方
に
い
わ
ゆ
る
「
行
政
国
家
」
化
の
進
展
、

他
方
に
近
年
の
ア
メ
リ
カ
司
法
の
保
守
化
傾
向
を
置
き
、
両
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
究
す
る
「
行
政
法
哲
学
」
の
試
み

で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、
公
法
学
者
・
法
哲
学
者
で
あ
る
ロ
ン
・
Ｌ
・
フ
ラ
ー
の
「
法
の
内
在
道
徳
」
を
ア

メ
リ
カ
公
法
の
基
礎
に
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
検
討
さ
れ
て
い
る
裁
判
例
は
ア
メ
リ
カ
の
も
の
で
あ

り
、
本
書
は
第
一
に
ア
メ
リ
カ
公
法
の
研
究
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
行
政
国
家
化
の
進
展
と
、

そ
れ
に
対
す
る
司
法
の
あ
り
方
と
い
う
課
題
は
日
本
を
含
め
、
先
進
諸
国
に
共
通
す
る
も
の
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て

本
書
の
洞
察
の
重
要
部
分
は
日
本
の
公
法
を
考
え
る
う
え
で
も
十
分
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

　

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
公
法
史
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
裁
判
例
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
法
理
を
軸
と
し
な
が
ら
論

述
が
進
め
ら
れ
る
。
本
書
を
読
む
に
あ
た
っ
て
そ
の
細
か
い
内
容
を
知
っ
て
お
く
必
要
は
な
い
の
だ
が
、
本
文
中
の
説

明
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
頻
出
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
こ
の
解
説
で
確
認
し
て
お
く
の
が
有
益

だ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
「
新
し
い
コ
ー
ク
」「
非
委
任
法
理
」「
シ
ェ
ブ
ロ
ン
法
理
」「
ア
ウ
ア
ー
法
理
」「
法
の
内
在
道
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徳
」
に
つ
い
て
、
要
点
を
述
べ
て
お
く
。

　
【
新
し
い
コ
ー
ク
（N

ew
 Coke

）】　

行
政
国
家
状
況
に
お
け
る
行
政
権
の
肥
大
化
を
、
権
力
分
立
に
違
反
す
る
事
態

と
し
て
批
判
す
る
論
者
た
ち
を
指
す
。「
コ
ー
ク
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ー
ク
（
一
五
五
二
―
一

六
三
四
年
、「
ク
ッ
ク
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
）
に
ち
な
ん
で
い
る
。
コ
ー
ク
は
イ
ギ
リ
ス
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
、
ジ

ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
専
制
政
治
を
批
判
し
、
国
王
に
対
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
の
優
位
を
説
い
た
。「
新
し
い
コ
ー
ク
」
と
し

て
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
と
ヴ
ァ
ー
ミ
ュ
ー
ル
の
当
初
の
二
〇
一
六
年
の
論
文
（“T

he N
ew

 Coke: O
n the Plural 

A
im

s of A
dm

inistrative Law
,” T

he Suprem
e Court R

eview
, V

ol. 2015

）
で
は
、
ト
ー
マ
ス
、
ア
リ
ト
ー
、
ス
カ

リ
ア
と
い
っ
た
連
邦
最
高
裁
の
保
守
派
判
事
ら
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
ゴ
ー
サ
ッ
チ
判
事
が
そ
の
代
表
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
合
衆
国
憲
法
の
原
初
の
意
味
か
ら
権
力
分
立
を
主
張
す
る
原
意
主
義
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

現
代
の
「
生
け
る
立
憲
主
義
」「
コ
モ
ン
ロ
ー
立
憲
主
義
」
の
運
動
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
と
ヴ

ァ
ー
ミ
ュ
ー
ル
の
独
自
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
【
非
委
任
法
理
（non-delegation doctrine
）】　

合
衆
国
憲
法
第
一
編
の
立
法
権
を
行
政
機
関
に
包
括
的
に
授
権
（
委

任
）
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
理
を
い
う
。「
授
権
禁
止
」「
委
任
禁
止
」
法
理
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
以
上
、
後

掲
・
辻 

二
〇
二
三
：
一
三
三
）。
古
く
は
一
九
二
八
年
の
連
邦
最
高
裁
に
よ
るJ. W

. H
am

pton, Jr. &
 Co. v. U

nited 
States

判
決
で
示
さ
れ
、
委
任
に
際
し
て
は
連
邦
議
会
が
行
政
を
導
く
た
め
の
「
明
瞭
な
原
理
（intelligible princi-

ple

）」
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
そ
れ
が
十
分
に
支
持
さ
れ
て
は
こ
な
か

っ
た
と
い
う
見
方
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
九
年
のGundy v. U

nited States

事
件
に
お
け
る
ゴ
ー
サ
ッ
チ
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判
事
の
反
対
意
見
を
契
機
と
し
て
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
と
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
と
ヴ
ァ
ー
ミ
ュ
ー
ル

に
よ
る
評
価
は
本
書
一
二
三
頁
以
下
を
参
照
。

　
【
シ
ェ
ブ
ロ
ン
法
理
（Chevron doctrine

）】　

一
九
八
四
年
のChevron U

.S.A
., Inc. v. N

atural Resources 
D

efense Council, Inc

判
決
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
行
政
の
ル
ー
ル
解
釈
に
対
す
る
司
法
の

敬
譲
に
つ
い
て
の
法
理
。
現
代
ア
メ
リ
カ
行
政
法
に
お
い
て
最
も
重
要
な
法
理
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
曖
昧
な
ル
ー
ル
の

解
釈
に
つ
き
、
連
邦
議
会
が
直
接
に
言
及
し
て
い
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
行
政
機
関
の
ル
ー
ル
解
釈
が
不
合
理
で
な
い

限
り
、
司
法
は
そ
れ
を
尊
重
（
敬
譲
）
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
審
査
は
「
第
一
段
階
」
で
連
邦
議
会
の
意
図

が
そ
も
そ
も
曖
昧
で
あ
る
か
ど
う
か
、
曖
昧
で
あ
る
と
す
れ
ば
「
第
二
段
階
」
で
そ
の
曖
昧
さ
が
意
図
的
な
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
る
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
法
理
の
適
用
範
囲
は
徐
々
に
狭
め
ら
れ
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン

は
二
〇
〇
六
年
の
論
文
（“Chevron Step Zero,” 92 V

irginia Law
 R

eview
 187

）
で
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
連
邦

議
会
が
行
政
機
関
や
裁
判
所
に
ル
ー
ル
解
釈
の
権
限
を
も
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
。
本
書
一
三
九
頁
以
下
参
照
。

　
【
ア
ウ
ア
ー
法
理
（A

uer doctrine

）】　

一
九
九
七
年
のA

uer v. Robbins

判
決
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
、
行
政
の
ル
ー
ル
解
釈
に
対
す
る
司
法
の
敬
譲
に
つ
い
て
の
法
理
。
シ
ェ
ブ
ロ
ン
法
理
は
曖
昧
な
法
令
の

解
釈
権
限
を
問
題
に
す
る
が
、
ア
ウ
ア
ー
法
理
は
行
政
機
関
自
身
が
作
成
し
た
曖
昧
な
ル
ー
ル
の
解
釈
権
限
の
問
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
明
白
な
誤
り
や
矛
盾
が
な
い
限
り
、
司
法
は
行
政
機
関
の
解
釈
を
尊
重
（
敬
譲
）
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
二
〇
一
九
年
のK

isor v. W
ilkie

判
決
以
降
、
こ
の
法
理
の
適
用
範
囲
も
狭
め
ら
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
。
詳
細
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
本
書
七
二
頁
以
下
、
お
よ
びK

isor

判
決
へ
の
言
及
箇
所
を
参
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照
。

　
【
法
の
内
在
道
徳 internal m

orality of law

】　

ア
メ
リ
カ
の
法
哲
学
者
ロ
ン
・
フ
ラ
ー
（
一
九
〇
二
―
一
九
七
八
）

が
一
九
六
四
年
の
著
書Law

 and M
orality

（
稲
垣
良
徳
訳
『
法
と
道
徳
』、
有
斐
閣
）
で
示
し
た
、
法
が
法
で
あ
る
た

め
の
八
条
件
を
指
す
（
本
書
四
一
頁
）。
こ
の
一
般
性
や
遵
守
可
能
性
と
い
っ
た
形
式
的
要
件
は
「
手
続
的
自
然
法
」
と

し
て
理
解
さ
れ
、
フ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
法
に
と
っ
て
最
低
限
必
要
な
「
義
務
の
道
徳
」
と
、
よ
り
よ
い
法
を
目
指

す
た
め
の
「
熱
望
の
道
徳
」
の
二
つ
の
側
面
を
有
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
法
と
道
徳
の
結
び
つ
き
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
法
哲
学
者
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
と
の
間
で
有
名
な
「
ハ
ー
ト
＝
フ
ラ
ー
論
争
」
が
展
開
さ
れ
た
。
本
書
は
全

体
と
し
て
、
こ
の
フ
ラ
ー
的
原
理
を
ア
メ
リ
カ
行
政
法
に
内
在
す
る
原
理
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
日
本
語
で
読
め
る
研
究
書
・
論
文
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
辻
雄
一
郎

『
シ
ェ
ブ
ロ
ン
法
理
の
考
察
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
八
年
）、
辻
雄
一
郎
『
行
政
機
関
の
憲
法
学
的
統
制
―
―
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
、
移
民
、
環
境
と
司
法
審
査
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
三
年
）
は
、
本
書
が
扱
っ
て
い
る
範
囲
の

多
く
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
（
特
に
後
者
）。
本
書
の
翻
訳
お
よ
び
解
説
に
あ
た
っ
て
も
お
お
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
ほ
か
、
概
説
的
な
も
の
と
し
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・
ピ
ア
ー
ス
『
ア
メ
リ
カ
行
政
法
』（
正
木
宏
長
訳
、
勁

草
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
は
こ
の
分
野
全
体
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
い
る
。
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著
者
の
紹
介

　

本
書
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
公
法
学
担
当
の
同
僚
で
あ
る
、
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
と
エ
イ
ド

リ
ア
ン
・
ヴ
ァ
ー
ミ
ュ
ー
ル
に
よ
る
共
著
で
あ
る
。
両
者
は
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
論
文
を
共
著
で
発
表
し
て
い
る

が
、
著
書
一
冊
で
の
共
著
は
初
め
て
で
あ
る
。
費
用
便
益
分
析
へ
の
態
度
な
ど
、
両
者
の
ス
タ
ン
ス
に
違
い
が
あ
る
こ

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
全
体
と
し
て
は
基
礎
理
論
的
な
作
業
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
特
に
役
割
分
担
を
し
て

い
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
ま
ま
両
者
の
共
著
と
し
て
読
ん
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
（
一
九
五
四
―
）
は
現
代
ア
メ
リ
カ
公
法
学
を
代
表
す
る
研
究
者
で
あ
り
、
き
わ
め
て

多
数
の
著
書
・
論
文
が
あ
る
。
そ
の
関
心
は
狭
義
の
公
法
学
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
法
哲
学
的
な
基
礎
理
論
に
も
造

詣
が
深
い
。
近
年
は
行
動
科
学
の
法
学
へ
の
応
用
に
力
を
注
い
で
お
り
、
経
済
学
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
イ
ラ
ー
と
の
共

著
『
実
践 

行
動
経
済
学
』（
遠
藤
真
美
訳
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
九
年
［
原
著
二
〇
〇
八
年
］）
お
よ
び
『
Ｎ
Ｕ
Ｄ
Ｇ
Ｅ 

実
践 

行
動
経
済
学 

完
全
版
』（
遠
藤
真
美
訳
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
二
二
年
［
原
著
二
〇
二
一
年
］）
で
「
ナ
ッ
ジ
」（
ひ
じ

で
そ
っ
と
押
す
、
と
い
う
意
味
）
と
い
う
語
を
世
界
的
な
流
行
語
に
し
て
み
せ
た
。
ほ
か
、
オ
バ
マ
政
権
時
に
は
行
政
管

理
予
算
庁
の
情
報
・
規
制
問
題
室
長
も
務
め
て
お
り
、
そ
こ
で
経
験
し
た
行
政
に
お
け
る
「
ル
ー
ル
」
の
考
察
が
本
書

で
も
随
所
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
の
著
書
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
相
当
数
が
あ
り
、
ま
た
分
野
も
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
た
だ
、
本
書
の
よ
う
な
公
法
基
礎
理
論
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
か
も
し
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れ
な
い
。
基
本
的
な
主
張
を
知
る
に
あ
た
っ
て
は
、
基
礎
理
論
的
考
察
に
お
け
る
重
要
な
論
文
を
集
め
た
、
那
須
耕
介

編
・
監
訳
『
熟
議
が
壊
れ
る
と
き
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
が
最
も
便
利
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
人
の
著
者
、
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ヴ
ァ
ー
ミ
ュ
ー
ル
（
一
九
六
八
―
）
は
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
に
比
べ
れ
ば
だ

い
ぶ
年
少
だ
が
、
同
じ
く
現
代
ア
メ
リ
カ
公
法
学
を
代
表
す
る
論
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
公
法
学
の
社
会
科
学
と
し

て
の
総
合
化
を
目
指
し
、
意
思
決
定
理
論
な
ど
の
成
果
を
存
分
に
用
い
て
い
る
点
で
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
と
共
通
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
代
表
作
に
ア
メ
リ
カ
公
法
学
の
「
制
度
論
的
転
回
」
を
も
た
ら
し
た
と
評
価
さ
れ
る
『
不
確
実
性
下

の
判
断
（Judging under U

ncertainty

）』（
二
〇
〇
六
年
、
未
邦
訳
）、
ほ
か
『
リ
ス
ク
の
立
憲
主
義
（T

he Constitu︲

tion of R
isk

）』（
吉
良
貴
之
訳
、
勁
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
［
原
著
二
〇
一
四
年
］）
な
ど
が
あ
る
。

　

近
年
は
保
守
的
な
論
調
が
目
立
っ
て
お
り
、「
ポ
ス
ト
・
リ
ベ
ラ
ル
」
時
代
の
代
表
的
な
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
目
さ
れ

て
い
る
。
学
術
的
な
著
作
で
そ
う
し
た
姿
勢
が
前
面
に
出
る
こ
と
は
多
く
な
い
も
の
の
、
最
近
著
『
共
通
善
立
憲
主
義

（Com
m

on G
ood Constitutionalism

）』（
二
〇
二
二
年
、
未
邦
訳
）
は
近
年
の
ア
メ
リ
カ
公
法
学
に
お
い
て
原
意
主
義

に
代
わ
る
保
守
的
な
主
張
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
書
『
法
と
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
主

張
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
原
意
主
義
批
判
の
箇
所
な
ど
で
は
そ
う
し
た
問
題
関
心
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ

る
。
ま
た
、「
共
通
善
」
概
念
を
中
世
の
ロ
ー
マ
法
に
遡
ら
せ
る
な
ど
、
歴
史
的
関
心
も
強
く
、
そ
の
一
部
は
本
書
の

憲
法
思
想
史
的
な
部
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
「
行
政
国
家
の
救
済
」
と
い
う
副
題
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
行
政
に
対
す
る
司
法
の
過
度
な
敬
譲
を
批

判
す
る
立
場
（「
非
委
任
法
理
」
の
支
持
者
な
ど
）
に
対
し
、
そ
の
懸
念
を
和
ら
げ
る
た
め
の
行
政
法
道
徳
の
意
義
を
説

い
て
い
る
。
そ
の
理
論
的
背
景
と
し
て
は
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
で
あ
れ
ば
熟
議
民
主
主
義
論
と
対
に
な
っ
た
「
司
法
ミ
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ニ
マ
リ
ズ
ム
」、
ヴ
ァ
ー
ミ
ュ
ー
ル
で
あ
れ
ば
各
制
度
機
関
の
権
限
配
分
の
あ
り
方
か
ら
見
た
司
法
の
制
度
能
力
批
判

と
い
う
よ
う
に
、
も
と
も
と
司
法
積
極
主
義
に
対
す
る
批
判
的
な
視
点
が
あ
る
。
本
書
は
そ
こ
か
ら
、
行
政
権
の
望
ま

し
い
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
へ
と
、
積
極
的
な
考
察
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

謝　

辞

　

本
書
は
吉
良
が
、
ヴ
ァ
ー
ミ
ュ
ー
ル
『
リ
ス
ク
の
立
憲
主
義
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
お
よ
び
サ
ン
ス
テ
ィ
ー

ン
『
入
門
・
行
動
科
学
と
公
共
政
策
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
に
続
い
て
、
単
独
で
訳
し
た
。
翻
訳
に
あ
た
っ
て

は
、
戸
田
舜
樹
氏
（
筑
波
大
学
大
学
院
、
憲
法
思
想
史
）
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
た
。
お
か
げ
で
い
く
つ
か
の
誤
り
や
、

読
み
に
く
い
箇
所
が
改
善
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
な
お
残
る
誤
り
の
責
任
は
す
べ
て
吉
良
が
負
う
も
の
で
あ
る
。

　

出
版
に
あ
た
っ
て
は
、『
リ
ス
ク
の
立
憲
主
義
』
に
続
い
て
、
勁
草
書
房
編
集
部
の
山
田
政
弘
氏
に
お
世
話
に
な
っ

た
。
山
田
氏
は
「
基
礎
法
学
翻
訳
叢
書
」
の
創
刊
を
進
め
る
な
ど
、
本
書
の
よ
う
な
法
哲
学
・
法
学
基
礎
理
論
の
重
要

な
著
作
を
世
に
広
め
る
こ
と
に
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
私
の
能
力
不
足
ゆ
え
に
ご
期
待
に
十

分
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
重
要
な
著
作
の
出
版
の
た
め
、
ご
一
緒
で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

　

本
書
を
訳
す
に
至
っ
た
経
緯
は
、
直
接
に
は
、
前
述
の
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
や
ヴ
ァ
ー
ミ
ュ
ー
ル
の
著
作
を
訳
し
た
り
、

関
連
す
る
論
文
を
執
筆
し
て
き
た
延
長
に
あ
る
。
た
だ
、
本
書
の
翻
訳
に
向
け
て
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
故
・

那
須
耕
介
先
生
に
は
特
別
の
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
思
う
。
那
須
先
生
が
本
書
に
つ
い
て
「
訳
す
価
値
が
あ
る
」
と
太
鼓
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判
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
小
著
で
は
あ
る
も
の
の
な
か
な
か
の
難
物
で
あ
る
本
書
を
訳
す
決
心
が
つ
い
た
。

し
か
し
先
生
は
そ
の
後
す
ぐ
、
あ
ま
り
に
も
早
く
病
魔
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
訳
書
を
お
目
に
か
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
心
よ
り
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

　

那
須
先
生
は
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
ら
の
著
作
の
法
哲
学
的
意
義
に
早
く
か
ら
注
目
し
、
前
述
の
『
熟
議
が
壊
れ
る
と

き
』
の
編
・
監
訳
を
行
っ
た
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
論
考
を
執
筆
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
没
後
刊
行
さ
れ
た
著
書

『
法
、
政
策
、
そ
し
て
政
治
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
三
年
）
は
、
法
学
的
・
政
策
学
的
・
政
治
学
的
思
考
が
交
差
す
る
、

視
野
の
広
い
論
考
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
批
判
的
視
点
は
本
書
『
法
と
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
を
読
む
う
え

で
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

那
須
先
生
と
は
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
ら
の
ナ
ッ
ジ
論
の
検
討
（
那
須
耕
介
・
橋
本
努
・
吉
良
貴
之
・
瑞
慶
山
広
大
『
ナ

ッ
ジ
！
し
た
い
で
す
か
？
さ
れ
た
い
で
す
か
？
―
―
さ
れ
る
側
の
感
情
、
す
る
側
の
勘
定
』
勁
草
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
で
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
今
と
な
っ
て
は

遅
す
ぎ
る
が
、
本
訳
書
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
今
後
の
仕
事
に
よ
っ
て
、
那
須
先
生
の
学
恩
に
少
し
で
も
報
い
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。


